
ハイブリッドセル

道路土工　擁壁工指針　（平成24年度版）　４－３土の設計諸定数　（3）　基礎地盤の諸定数

2）　擁壁底面と地盤との間の摩擦角φBと付着力CB

　　土質試験や原位置試験により基礎地盤の強度定数ｃ、φが求められた場合、擁壁底面の摩擦角φBは

場所打ちコンクリート擁壁ではφB =φ、プレキャストコンクリート擁壁ではφB =2/3φとしてよい。

ただし、プレキャスコンクリート擁壁は基礎コンクリート及び敷きモルタルを設置して施工することを原則とするが、

基礎コンクリート及び敷きモルタルが良質な材料で適切に施工されている場合には、φB＝φとしてよい。

なお、基礎地盤が土の場合及びプレキャストコンクリートでは、摩擦係数μの値は0.6を超えないものとする。

擁壁底面と地盤との付着力はｃBは、施工時の地盤の乱れ等を考慮して決定する。

　また、土質試験等を行うのが困難な場合には、解表4-9の値を用いてもよい。なお、擁壁底面と地盤との間の

摩擦係数及び付着力は、震度法等の静的照査法では、地震時においても常時と同じであると考えてよい。

支持地盤の
種類

摩擦係数
μ=tanφB

付着力ｃB

岩盤 0.7 考慮しない

礫層 0.6 考慮しない

砂質土 0.6 考慮しない

粘性土 0.5 考慮しない

ハイブロックでは、各種試験の結果

摩擦角φB =φを用いることとする。

摩擦係数

せん断面の条件

岩又は礫とコンクリート

土と基礎のコンクリートの間に
割栗石または砕石を敷く場合

解表４－９　擁壁底面と地盤との間の摩擦係数と付着力
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